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今
日
の
給
食
に

使う
キャベツ

を
む
い
た
よ
！
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特　　集

豪
雨
災
害
に
備
え
、

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

近
年
、
短
時
間
で
集
中
的
に
雨

が
降
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
頻
発

に
よ
り
、
全
国
各
地
で
雨
に
よ
る

被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
で
は
異
例
と
も
言

え
る
台
風
が
上
陸
し
、
西
日
本
に

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
や
台
風
の
季
節
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　

昨
年
の
「
平
成
２３
年
７
月
新

潟
・
福
島
豪
雨
」
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
思
い
出
し
、
こ
れ
か
ら
ま
た

発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
豪
雨
に

対
し
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

１時間雨量
（ｍｍ） 10 以上～ 20 未満 20 以上～ 30 未満 30 以上～ 50 未満 50 以上～ 80 未満 80 以上

予報用語 やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

人の受ける
イメージ ザーザーと降る どしゃ降り

バケツをひっくり
返したように降る

滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるよう
な圧迫感がある。
恐怖を感じる。

人への影響
地面からの跳ね返
りで足元がぬれる

傘をさしていてもぬれる 傘は全く役に立たなくなる

屋内では
（木造住宅を想定）

雨の音で話し声が
よく聞こえない

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく

屋外の様子 地面一面に水たまりができる
道路が川の
ようになる

水しぶきであたり一面が白っぽくなり
視界が悪くなる

車に
乗っていて －

ワイパーを早く
しても見づらい

高速走行時、車輪
と路面の間に水膜
が生じブレーキが
効かなくなる

車の運転は危険

災害発生状況

この程度の雨でも
長く続く時は注意
が必要

側溝や下水、小さ
な川があふれ小規
模の崖崩れが始ま
る

山崩れ・崖崩れが
起きやすく、危険
地帯では避難の準
備が必要
都市では下水管か
ら雨水があふれる

都市部では地下室や
地下街に雨水が流れ
込む場合がある
マンホールから水が
噴出する
土石流が起こりやすい
多くの災害が発生

雨による大規模な
災害の発生する恐
れが強く、厳重な
警戒が必要

雨の降り方を知ろう。１
　天気予報で使われている予報用語が、どのような状況を予測して使用されているかを知っ

ていると、雨量やそれによって起こりやすい災害などを想定し警戒することができます。

※気象庁ホームページ引用：http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/amehyo.html

←沈んだ障害物や、蓋のとれた
マンホールなどの危険な個所も
あり、写真のようなくるぶし程
度の浸水でも危険とされています。

＊特集
＊

防災意
識を高

めよう

消防隊員による救助活動の様子
（平成２３年７月年新潟・福島豪雨）

　

あ
れ
だ
け
の
雨
が
降
っ
て
川
が

増
水
し
、
土
手
が
決
壊
し
た
と
し

て
も
、「
ま
だ
、あ
ち
こ
た
ね
ぇ
！
」

「
オ
ラ
、
危
ね
ぇ
ト
コ
ま
で
は
行

か
ね
ぇ
や
！
」
と
い
う
よ
う
に
、

『
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
』
と
考
え
た

人
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
昨
年
の
豪
雨
災

害
の
と
き
、
川
や
田
ん
ぼ
の
様
子

を
見
に
行
っ
た
人
が
い
た
そ
う
で

す
。
あ
れ
だ
け
の
雨
の
中
、
危
険

を
感
じ
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
理
由
の
ほ
と
ん
ど
は
、
田
ん

ぼ
や
畑
、
車
庫
や
作
業
所
な
ど
自

分
の
大
切
な
生
活
の
基
盤
を
確
認

す
る
た
め
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以

外
に
も
、
日
頃
と
大
き
く
異
な
る

事
態
に
高
ま
る
心
理
、『
怖
い
も

の
見
た
さ
』
も
働
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。」
と
お
二
人
は
分

析
し
ま
す
。
豪
雨
に
な
れ
ば
河
川

の
増
水
だ
け
で
な
く
、
水
路
や
側

溝
が
溢
れ
、
住
宅
・
田
畑
の
冠
水

や
、
土
砂
崩
れ
な
ど
も
警
戒
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
二
人
は
、

　
「
本
当
に
差
し
迫
っ
た
危
険
や
、

こ
の
先
ど
の
よ
う
な
危
険
が
生
ず

る
か
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
外
出
し

た
り
、
ま
た
は
無
理
を
し
て
危
な

い
行
動
に
走
る
な
ど
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。
や
む
な
く
外
で

活
動
す
る
場
合
に
は
、
一
瞬
で
も

気
の
緩
み
が
な
い
よ
う
、
家
族･

近
所･

同
僚
、
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
っ
て
注
意
を
促
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
過
去
の
経
験
を
踏
ま

え
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高

め
、
家
族
間
で
災
害
時
の
非
常
持

ち
出
し
、
非
常
時
連
絡
先
、
避
難

経
路
な
ど
を
話
し
合
う
機
会
を
設

け
て
ほ
し
い
で
す
。」、「
お
隣
同

士･

町
内
全
体
で
も
、『
お
互
い

様
』
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
避
難

所
の
場
所
や
役
割
分
担
な
ど
を
日

頃
か
ら
確
認
し
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
は
誰
も

が
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
と

い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
慎

重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
昨
夏
の
豪
雨
災
害
を
振
り
返
り

魚
沼
市
消
防
本
部
の
椛
沢
一
彦
消

防
署
長
と
椛
沢
一
史
警
防
課
長
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

過去の経験を踏まえて慎重に行動を
災害時は「命の危険」が常に隣合わせです
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昨年の豪雨災害時、大湯
地域で 70 ｍｍでした。

問　

総
務
管
理
室
危
機
管
理
係　

７
９
２
・
９
２
１
４
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【
会
員
登
録
の
し
か
た
】

①
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話

で
読
み
取
る
。
②
サ
イ
ト
に
接
続

す
る
。
③
画
面
の
手
順
に
従
い
登

録
す
る
。

もっと情報を集めよう。２
　魚沼市では、気象警報が発令されたときや災害が発生したときなどには、防災無線のほ

かにも市民の皆さんに情報伝達を行うことにしています。積極的に活用し、いざというと

きの備えを万全にしましょう。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）

デ
ー
タ
放
送

災
害
・
防
災
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
（
め
る
メ
ル
め
ー
）

魚
沼
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
の
携
帯
電

話
向
け
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し

た
テ
レ
ビ
か
ら
、
市
町
村
の
情
報

が
確
認
で
き
ま
す
。
災
害
情
報
だ

け
で
な
く
、
通
常
は
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

【
デ
ー
タ
放
送
の
見
方
】

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
「
Ｂ
Ｓ
Ｎ
」

に
す
る
。
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ

（
デ
ー
タ
）
ボ
タ
ン
」
を
押
す
。

③
ペ
ー
ジ
内
の
「
市
町
村
情
報
」

を
押
す
。
④
「
中
越
地
方
」
か
ら

「
魚
沼
市
」
を
選
択
す
る
。

（
事
前
に
テ
レ
ビ
の
『
マ
イ
エ
リ

ア
』
を
設
定
後
し
て
お
く
と
、
手

順
③
の
あ
と
、
す
ぐ
に
魚
沼
市
が

表
示
さ
れ
ま
す
。）

　

子
育
て
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
災
害
・
防
災
情

報
を
配
信
す
る
も
の
で
す
。
会
員

登
録
す
る
こ
と
で
、
市
か
ら
の

メ
ー
ル
が
携
帯
電
話
で
受
け
取
れ

ま
す
（
登
録
無
料
）。
災
害
時
は

避
難
所
情
報
な
ど
も
登
録
し
た
携

帯
電
話
に
配
信
さ
れ
ま
す
。ホームページでも紹介しています

http://www.city.uonuma.niigata.jp/modules/
momenttopic/index.php?content_id=235

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
閲

覧
で
き
る
魚
沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
す
。

　

災
害
関
連
情
報
は
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
上
の
赤
い
枠
で
囲
ん
だ

『
重
要
な
お
知
ら
せ
』
に
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
情
報
を
随
時

更
新
し
て
い
ま
す
が
、
被
害
に
見

舞
わ
れ
、
避
難
所
な
ど
に
出
向
い

た
場
合
な
ど
の
状
況
下
で
は
確
認

す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
携
帯

端
末
で
の
災
害
・
防
災
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
お
す
す
め

し
ま
す
。　

重要なお知らせ

最低３日間、しのぐ準備をしておこう。４
　災害時では、電気・水道・ガスなどのライフラインが途絶えてしまうことがあります。

　３日間程度はしのげる水や食料・衣類、そのほか貴重品や各家庭の事情に合ったものを備

えておきましょう。

　

住
民
の
生
命
に
直
接
関
わ
る
よ

う
な
災
害
の
発
生
時
な
ど
、
緊
急

時
に
各
携
帯
電
話
事
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、
魚
沼
市
内

の
基
地
局
エ
リ
ア
に
存
在
し
て
い

る
対
応
携
帯
電
話
に
、
市
か
ら
一

斉
に
情
報
を
配
信
す
る
も
の
（
緊

急
地
震
速
報
が
一
例
）
で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う

な
登
録
作
業
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
緊
急
速
報

メ
ー
ル
）
を
受
信
で
き
る
状
態
に

端
末
を
設
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
送
信
時

に
通
話
中
ま
た
は
電
源
が
入
っ
て

い
な
い
場
合
、
対
応
し
て
い
な
い

機
種
を
お
持
ち
の
場
合
や
電
波
の

届
か
な
い
場
所
で
は
受
信
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【魚沼市避難勧告】 
－－－－－－－－－－
こちらは魚沼市役所危
機管理係です。
昨夜からの大雨により
●●川が危険水域に達
する恐れがあります。
このため、12 時 00 分
に●●地区に対し避難
勧告を発令しました。

※受信イメージです

避難情報について知っておこう。３
　過去に豪雨の被害を受けた市町村では、無理に避難を開始したことによって住民が犠牲

となった例もあります。災害時には冷静さを欠いてしまいがちですが、日頃からいざとい

う場合の想定をし、家族で話をしてみましょう。

■
避ひ

な
ん
じ
ゅ
ん
び
じ
ょ
う
ほ
う

難
準
備
情
報

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
た
状
況
で
す
。

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
年
配
の

方
や
障
害
を
持
つ
方
は
、
決
め
ら

れ
た
避
難
所
へ
避
難
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。

■
避ひ

な
ん
か
ん
こ
く

難
勧
告

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性

が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
況
で
す
。

発
令
さ
れ
た
地
域
の
す
べ
て
の
住

民
は
、
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
避ひ

な
ん
し
じ

難
指
示

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性

が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
た
状

況
で
す
。
避
難
中
の
方
は
直
ち
に

避
難
を
完
了
し
、
ま
だ
避
難
し
て

い
な
い
方
は
直
ち
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。避
難
す
る
余
裕
が
な
い
・

避
難
で
き
る
状
態
で
は
な
い
場
合

は
無
理
に
外
へ
出
ず
、
自
宅
や
隣

接
建
物
の
２
階
な
ど
へ
緊
急
的
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
（
垂
直
方
向

へ
避
難
）。

　

避
難
に
関
す
る
情
報
は
、
災
害

状
況
の
深
刻
度
に
応
じ
て
発
令
さ

れ
、
防
災
無
線
や
４
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
た
よ
う
な
手
段
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
意
味
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
適
切

な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
意
識
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。注

意
と
お
願
い

　
「
避
難
に
関
す
る
情
報
が
な
い

か
ら
安
全
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
は
自
主
的
に

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
も
情
報
を

入
手
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
の
緊
急
事
態
で
は
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が

重
要
で
す
。

＊特集
＊

防災意
識を高

めよう

　飲料水は、1 人あたり１日３

リットル程度が必要だと言われま

す。飲料水以外の水もポリタンク

などに入れておきましょう。

　食料は調理しなくても食べられ

るものを選びましょう。賞味期限

の近いものを揃えて

おくと、買い替え時

がわかりやすいです。

■飲料水や食料・衣類 ■燃料や照明器具
　卓上カセットコンロやガスボン

ベ、固形燃料など。

　また懐中電灯もいくつかあると

便利です。予備の電池も用意して

おきましょう。

■貴重品や家庭ごとに必要なもの

　現金や保険証などの貴重品は

いつでも持ち出せるようにして

おきましょう。また、紙おむつ

などの衛生用品、粉ミルク、常

用している薬や湿布なども災害

時には揃えておきたいもの。杖

や車いすなどはで

きるだけ、使う人

の身近に置いてお

きましょう。
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昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
あ
れ

だ
け
の
被
害
が
あ
り
な
が
ら
、
魚

沼
市
で
は
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

心
か
ら
安
堵
い
た
し
ま
し
た
し
、

ま
た
、
当
時
救
助
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
対
し
、
本

当
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

豪
雨
の
あ
と
、
浸
水
の
被
害
に

遭
い
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
家
屋
や

家
財
を
片
づ
け
る
た
め
、
皆
さ
ん

は
、
ご
家
族
や
地
域
の
方
々
と
協

よ
う
と
い
う
動
き
が
各
地
で
出
て

き
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
発
足
な
ど
も
そ
の
例
で
、

「
地
域
力
」
を
強
め
よ
う
と
い
う

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。「
顔
が
見
え
る
地
域
づ

く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
防
災
意

識
の
向
上
に
繋
が
り
、
災
害
の
際

に
も
協
力
し
合
え
る
関
係
を
築
い

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

数々の災害の経験を通し、
「防災意識」は少しずつ

高まってきていると感じています。
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＊特集＊
防災意識を高めよう

力
し
て
復
旧
作
業
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
あ
の
日
の
災
害
か
ら

復
旧
で
き
て
い
る
こ
と
に
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

若草色から

桃 色
に変わります。

ベージュ色
（薄茶色）
に変わります。

空色から

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
国
民
健
康
保
険

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）

に
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
を
７
月
２０
日

以
降
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
の

で
、
８
月
に
入
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い

と
き
は
、健
康
増
進
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
保
険
証
（
若
草
色
）
は
、
７
月
３１

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
８
月

１
日
以
降
に
細
か
く
切
っ
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。（
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
２５
年
７
月
３１
日
で
す
。）

　

ま
た
、減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ
は
、

保
険
証
と
は
別
に
、
新
し
い
認
定
証
を
郵
送

し
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
（
ベ
ー

ジ
ュ
色
／
薄
茶
色
）
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
を
７
月
２０
日
以
降
に
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
に
な
っ
て
も
保

険
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
健
康
増
進
室
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
保
険
証
（
空
色
）
は
、
７
月
３１
日

で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
８
月
１

日
以
降
に
細
か
く
切
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
原
則
平

成
２５
年
７
月
３１
日
で
す
が
、
年
齢
等
に
よ
り

有
効
期
限
が
短
く
な
る
方
が
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
新
し
い
保
険
証
に
同
封
す
る
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
認
定
証
、

　
　
　
　
　

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

■
保
険
料
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
病
院
等
へ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
場
合
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」）
の
提
示
を
す
る
と
、
窓
口
で
の
負

担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
は
所
得
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
高
額
と
な
る
医
療
費
が
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、あ
ら
か
じ
め
健
康
増
進
室
（
湯
之
谷
庁
舎
）

ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
じ
月
内
に
お
い
て
複
数
の
病
院
等

へ
の
支
払
い
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
高
額

療
養
費
の
申
請
に
よ
り
、
そ
の
超
え
た
分
が
、

後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
認
定
証
更
新
手
続
き
】

　

７
月
３１
日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。
認

定
証
を
お
持
ち
で
交
付
を
継
続
さ
れ
る
方
は
、

８
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
定
疾
病
療
養
受
領
証
に
つ
い
て

　

人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
な
ど
、
厚

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
疾
病
で
、
病
院
等
で
こ

の
疾
病
に
関
す
る
診
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、

病
院
等
へ
支
払
う
金
額
は
一
つ
の
病
院
ご
と

に
、ひ
と
月
に
１
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
人
工
腎
臓
（
人
工
透
析
）
を
実
施
し

て
い
る
慢
性
腎
不
全
で
７０
歳
未
満
の
上
位
所
得

者
に
つ
い
て
は
、限
度
額
が
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ
は
、
新
し
い

保
険
証
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

８月１日～

　

今
年
度
の
年
間
保
険
料
額
の
通
知
を
７
月

１３
日
付
け
で
送
付
し
ま
す
。
７
月
２５
日
を
過

ぎ
て
も
、
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
は
、
健
康
増
進
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【平成２４年度　保険料の計算方法】

年間保険料　＝　所得割額　＋　均等割額

所得割額
【平成 23 年中の総所得金額等－基礎控除 33 万円】

× 7.15％

均等割額 一人あたり　年間　35,300 円

賦　課
限度額 550,000 円（昨年度までは 500,000 円）

（※所得割率、均等割額とも昨年度と変わりません）

問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

　

あ
の
災
害
の
な
か
で
、
犠
牲

者
が
ひ
と
り
も
出
な
か
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
ま
し
た

　

年
々
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す

　

私
た
ち
は
、
こ
の
何
年
か
の
間

で
地
震
・
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
数
々

の
災
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
自
助
・

共
助
の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透

し
、
地
域
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

■インタビュー

　昨年の豪雨災害を振り返りながら、

市長から見た市民の「防災意識」につ

いて話を聞きました。

家族で「いざというとき」について話し合おう。５
　災害は家族が一緒にいる時間帯に起こるとは限りません。

　「いざというとき」に備え、災害時の行動などを家族で確認しておきましょう。

「避難所はどこかわかる？」
決められた避難所が使えないとき
のため、いくつか考えておきま
しょう。

「避難所までどう行く？」
避難所までの道をいくつか考えま
しょう。災害で通れなくなる道も
あります。実際に歩いてみて疲労
具合や距離感を確かめましょう。

「安否確認の方法は？」
災害時には電話回線が制限されま
す。災害用の伝言板や伝言ダイヤ
ルなどを活用しましょう。

「防災訓練に参加しよう！」
防災訓練などに積極的に家族で参加
しましょう。避難などのシミュレー
ションができて、いざという場合に
役立ちます。
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今
年

の
夏

は越後妻有がアツ
い

ら
し

い

ECHIGO-
TSUMARI
ART  TRIENNALE  2012

●市指定文化財の考古資料 四日町の応安板碑（個人所蔵）

文化財散歩 No.44

問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま 39

熱中症の発症は７～８月がピークになります。暑さに弱い高齢者と乳幼児には、周囲
の声かけや見守りが大切です。また、健康を脅かすほどの無理な節電はやめましょう。

■ 子どもの特徴
　→体温調節機能が未熟なため
　　　　　　　　熱中症にかかりやすい。
　○地面の照り返しにより、
　　　　　　　　高い温度にさらされる。
　○汗腺などが未発達

■高齢者の特徴
　→体温を下げるための体の反応が弱く、
　　自覚がないのに熱中症になる危険がある。
　○汗をかきにくい　　○暑さを感じにくい

熱中症の応急手当

熱中症に注意！

＊遊びの最中は、早めの水分補給や休憩を
＊外出時は帽子を忘れずに
＊日頃からバランスのとれた食事や運動・遊びを
　通して、暑さに負けない体づくりを

重
症
度

○めまい・大量の汗・高体温

○頭痛・吐き気・体がぐったり

○意識がない・けいれん

低

高

－お子さんの様子をよく観察しましょう－

＊のどが渇いていなくても水分補給しましょう。

＊エアコンや扇風機などを活用しましょう。

＊調子が悪いと感じたら、家族や近くの人にそば

　にいてもらいましょう。

○涼しい場所に避難させる
○衣服をゆるめ、安静に寝かせる
○エアコン、扇風機、うちわ、氷水などで体を冷やす
　（氷水で脇の下や太もものつけねを冷やすと効果的）
○飲めるようなら、水分を補給する

※自力で水が飲めない・動けない・　　
　意識がない（おかしい）場合は、　　
　ためらわずに救急車を呼びましょう。

考
え
て
み
よ
う

医
療
を
上
手
に
活
用
し
よ
う

　

医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
の
費
用
全
額
を
「
医
療
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
そ
の
一
部
を
窓
口
で
支
払
い
、残
り
を
国
民
健
康
保
険
（
以

下
、「
国
保
」）
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
国
保
の
財
源
は
皆
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
医

療
費
の
増
加
は
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方
が
重
要
で
す
。

253,749 円

【魚沼市の国民健康保険加入者一人あたりの医療費】

263,360 円

275,043 円

■
魚
沼
市
の
医
療
費
の
現
状

　

右
の
グ
ラ
フ
で
示
し
た
と
お

り
、
魚
沼
市
の
国
保
加
入
者
一

人
あ
た
り
に
か
か
る
年
間
医
療
費
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
平
成
２２
年
度
に
は
約
２７
万
円
も
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
で
き
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

　
　
　
　
　

医
療
費
の
節
約
に
繋
げ
ま
し
ょ
う

　

医
療
費
の
３
割
は
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の

で
す
。
遺
伝
的
な
要
因
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
も

で
き
る
こ
と
①

健
診
を
受
け
よ
う
！

で
き
る
こ
と
②

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
行
動
を
！

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
４０
～

７４
歳
の
方
へ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診
受
診
票
（
ド
ッ
ク
申
込
者
に
は
ド
ッ
ク
の

案
内
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
③

医
療
を
う
ま
く
活
用
し
よ
う
！

　

メ
タ
ボ
の
危
険
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
方

は
、
特
定
保
健
指
導
に
よ
り
毎
日
の
生
活
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。
体
重
を
今
よ
り
４
％
減
ら
す

だ
け
で
、
多
く
の
方
が
次
年
度
に
メ
タ
ボ
の
改

善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
体
調
や
健
診
結
果

に
心
配
が
あ
る
と
き
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
放
置
す
る
と
、
治
療
の
負
担
や
医
療
費
の

増
加
を
招
き
ま
す
。

の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
り
予
防
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
重
症
化
し

て
し
ま
う
と
生
活
に
不
自
由
が
生
じ
た
り
膨
大

な
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
病
気
の
予
防
・
悪

化
防
止
が
自
分
ら
し
い
生
活
の
維
持
や
医
療
費
の

抑
制
に
繋
が
り
ま
す
。　

（出典：新潟県福祉保健年報）
自
衛
官
募
集
相
談
員
に

新
た
に
２
名
を
委
嘱

　

６
月
７
日
、

湯
之
谷
保
健
セ

ン
タ
ー
で
「
第

５
回
魚
沼
市
母

と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
前
年
度
の
３
歳
児
健

診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
と
、
そ

の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

慣
れ
な
い
歯
科
健
診
に
、
不
安

そ
う
な
表
情
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
お
母
さ
ん
に
手
を
握
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
上
手
に
歯
医

者
さ
ん
か
ら
お
口
の
中
を
診
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

健
診
の
結
果
、
最
優
秀
賞
と
優

秀
賞
が
１
組
ず
つ
決
定
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　

　

魚沼市  母と子の
よい歯のコンクール

６月は歯の衛生月間

あーん

歯医者さんにすみずみ

まで診てもらったよ！

最優秀賞：小林綾さん・美
み お り

織ちゃん親子（右）
優秀賞：仲村直美さん・充

みつはる

晴くん親子（左）

　平成２０年に新しく市

指定の文化財に登録され

ました。

　川原石を使った越後

特有の板碑で、碑面に

胎
たいぞうかい

蔵界　大
だいにちにょらい

日如来を表す

梵字と「右志者為真法禅

尼　二十三日奉造立故也

　應安八年四月廿四日　

孝子敬白」の銘文が刻ま

れています。

　應安八年は西暦１３７５年、室町時代、朝廷が 2

つに分かれた南北朝の頃です。

　禅尼と彫られているので出家した女性が建立した

ものかもしれません。

　板碑は、正式には板
いたいしとうば

石塔婆や青
あおいしとうば

石塔婆と呼ばれ、

お寺にある卒
そ と う ば

塔婆と同じく追
ついぜんくよう

善供養（生きている者

が、先に亡くなった者のために功
くどく

徳を積み、その功

徳を亡き霊に振り向けることで冥福を願うこと）の

ために建てられるものです。

（提供：魚沼歴史・民俗の会）

　

６
月
２６
日
、
小
出
庁
舎
・
市
長

室
に
て
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
の

は
、
星
秀
子
さ
ん
（
井
口
新
田
）

と
大
竹
秀
吉
さ
ん
（
渋
川
）。

　

お
二
人
は
、「
少
し
で
も
情
報

を
伝
え
て
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。」（
星
さ
ん
）、「
自
衛
隊
時

代
の
経
験
を
活
か
し
て
活
動
に
貢

献
し
た
い
で
す
。」（
大
竹
さ
ん
）

と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
委
嘱
期
間
は
６
月
２６

日
か
ら
平
成
２６
年
６
月
25
日
ま
で

の
２
年
間
で
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た

お
二
人
を
含
め
、
魚
沼
市
内
で
は

現
在
５
名
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。 委嘱を受けた星さんと大竹さん

大地の芸術祭開催
　

７
月
２９
日
か
ら
９

月
１７
日
ま
で
、
十
日

町
市
で
「
大
地
の
芸

術
祭
・
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

３
年
に
１
度
、
十

日
町
市
を
含
む
越
後

妻
有
地
域
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
会
期
中
は
地
域

に
約
３
６
０
点
も
の
作
品
が
展
示

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
の
方
々

の
、
地
域
・
世
代
・
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
協
働
と
活
動
は
、
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
大
地
を
舞
台
に
開
か
れ

る
壮
大
な
芸
術
祭
。
ぜ
ひ
足
を
延

ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

十日町市
関口芳史市長

魚沼市の皆さん、
ぜひお越しください！

大地の芸術祭公式サイト：http://www.echigo-tsumari.jp/
問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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地域
の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり

■お客様からの信頼が第一

　羽根川に店舗を構える『立場とうふ』は、大正

１２年に創業し、現在の代表者である田中さんは

４代目になります。

　おいしいとうふを地

域の皆様に届けたいと、

地道に営業活動を続け

て信頼関係を築き、今

では３００軒ほどのお客様に配達をしています。

また、安心・安全なとうふを食べてもらいたいと

の思いから、約１０年前に材料の大豆を国産に切

り替え、現在は魚沼市産・新潟県産の大豆を使用

しています。田中さんは、「地域の方からの信頼

が何よりの財産です。」と話します。

■魚沼ブランドとして発信

　今年の５月には、地元産大豆の使用と商品の安

全性・品質等が認められ、

田中さんのとうふが『お

いしい魚沼ブランド推奨

品』の記念すべき第１号

となりました。また、田

中さんが組合の代表を務める『ちいさなお店マー

ケット（※）』で販売されている商品などについ

ても、これからどんどんＰＲしていきたいそうで

す。新たな魚沼ブランド創出に向けて、田中さん

の意気込みが感じられました。
 

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
25

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■５月の相談件数
　　　…１８３件
　・電話１２１件
　・来庁　４４件
　・その他１８件
{
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「安心・安全でおいしいとうふを
　　　　　　　　地域の皆様に届けたい」

■■ ■   立
た て ば

場とうふ（羽根川）　代表　田中　博  さん

魚沼ブランドとして
推奨されると商品に
貼付されます。

※主に魚沼を拠点に活動するお店が
集まるマーケットです。パンやピザ、
はちみつなどの食品から、雑貨や民
芸品などの加工品まで、ジャンルも
様々なおよそ２０～３０店舗が集ま
ります。次回は７月２２日（日）・
道の駅ゆのたにで開催されます。

■ ■ ■     特徴
　魚野川の支流、佐梨川沿い上流へと伸
びる湯之谷地域のコース。公園から土手
に上がると、車両の乗り入れが禁止され、
カラー舗装で安全が確保された歩行者・
自転車専用道路となって
います。（一部車両が通行
する箇所あり・図中点線部）
　桜づつみウォーキング
コースと連結が可能です。

ウォーキングの季節！

夏の魚沼をガンガン歩こう！

市内ウォーキングコースをご紹介します

佐梨川のせせらぎを聞きながら歩けるコース。

気持ちのいい風を受けて、軽く汗をかきませんか。

〈アクセス〉
起点：ビハーラ佐梨川（小出島）
＊ＪＲ小出駅から徒歩１５分

問　生涯学習課　☎７９４－６０７３

No.4　 佐梨川ウォーキングコース
（片道約２．０ｋｍ　所要時間：２５分　歩数：３，３００歩）

夜間のコース利用等で外出するときは、反射タスキなどを着用し車に十分注意しましょう。

ビハーラ佐梨川右岸（起点）　～　道の駅「ゆのたに」　～　県道大沢橋　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　橋を渡り佐梨川左岸へ　～　野口橋（終点）

ポケットパーク
（ベンチあり）

ポケットパーク
（ベンチあり）

ビハーラ佐梨川

佐梨川

スタート
ビハーラ

佐梨川

ゴール

関
越
自
動
車
道

も
っ
と
知
り
た
い
！

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

2
　

草
を
取
っ
て
土
を
耕
し
た
後
、
有
機
セ
ン

タ
ー
で
作
ら
れ
た
牛
糞
肥
料
を
入
れ
、
マ
ル

チ
を
敷
い
て
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
２
０
０
株
植
え
込
み
ま
し
た
。

　

国
道
を
走
る
車
や
、
横
断
歩
道
を
渡
る
歩

行
者
の
目
に
止
ま
り
、
皆
さ
ん
が
穏
や
か
な

気
持
ち
で
通
行
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　

草
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
生
活
自
然
環
境
部
会
の
企
画
の
ひ

と
つ
で
、
今
回
が
第
１
弾
と
な
り
ま
す
。　

　

観
光
（
主
に
尾
瀬
ル
ー
ト
へ
）
の
玄
関
口

と
な
る
交
差
点
に
花
を
植
え
、
お
客
さ
ま
を

迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
作
ろ
う
と
計

画
を
進
め
、
６
月
９
日
の
早
朝
、
生
活
自
然

環
境
部
会
１２
名
が
集
ま
り
、
井
口
新
田
交
差

点
の
花
壇
に
花
を
植
え
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

「
草
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た

あいにくの雨模様でしたが、参加者全員
で力を合わせて花を植えました。

太陽の日差しを浴びて気持ちよく風に揺
れるサルビア。きれいに咲いてね！

○
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
つ
い
て
問
ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

【注意】車道との区分が明確で
ない部分があります。（点線部）
車に注意して歩きましょう。

　

悪
質
な
架
空
請
求
は
が
き

　

市
内
の
お
宅
に
、「
日
本
紛
争
処
理
保
全

セ
ン
タ
ー
」
と
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
「
内
容

確
認
通
知
書
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し

た
。「
以
前
契
約
し
た
訪
問
販
売
会
社
へ
の

未
納
料
金
に
つ
い
て
当
該
会
社
が
裁
判
所
に

訴
え
た
。」
と
い
う
も
の
で
、「
万
一
身
に
覚

え
が
無
い
場
合
で
も
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
火
災
保
険
が
使
え
る
」
と
誘
う

住
宅
修
理
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

　

電
話
や
訪
問
で
「
火
災
保
険
で
家
の
修
理

が
で
き
る
。無
料
で
申
請
等
を
手
伝
う
。」と
、

電
話
や
訪
問
等
で
勧
誘
さ
れ
る
住
宅
修
理
工

事
契
約
に
つ
い
て
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
で
住
宅

が
損
害
を
受
け
た
ら
、

ま
ず
は
自
分
で
損
害

保
険
会
社
か
代
理
店
に
連
絡
し
、
保
険
金
支

払
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
、
ど
う
や
っ
て
申

請
す
る
か
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【国民生活センター「見守り新鮮情報第 137 号」より引用】

暮らし相談会（司法書士相談会）

借金や相続・登記など、日常生活
での悩み事などはありませんか？

日　７月２２日（日）
　　１３：３０～１６：００
場　小出ボランティアセンター
相　地元司法書士
申　７月２０日（金）までに電話
　　で予約してください。
￥　無料

　

身
に
覚
え
の
な
い
ハ
ガ
キ
は
、
絶
対
に
自

分
か
ら
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
裁
判
に
関
わ
る
よ
う
な
重
要
な
書
類
は
書

留
や
特
別
送
達
な
ど
で
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、ハ
ガ
キ
で
送
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
公
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
称
や
、
今
回
の

事
例
と
似
た
よ
う
な
会
社
名
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

○
請
求
金
額
や
債
務
の
内
容
が
は
っ
き
り
せ

ず
曖
昧
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

判
断
が
で
き
な
い
と
き
や
、
迷
っ
た
と
き

は
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

市報うおぬま　2012.7.10 10
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12市報うおぬま　2012.7.10 　 市報うおぬま13

　子どもたちに自転車の乗り方を見つめなおしてもら
おうと、この日の全校朝会で小出警察署の桑野交通課
長を講師に迎え、交通講話が行われました。安全な乗
り方について、ご家庭でも話し合いましょう。

自転車の乗り方をもう一度確認しよう
ー 6.6　堀之内小学校交通講話

　長野県小布施町長をコメンテーターに迎え「合併後
１０年へこれからのまちづくり」と題しパネルディス
カッションが行われました。パネリストからは将来の
魚沼市像などについて、それぞれの思いが語られました。

合併後１０年を見据えて
ー 6.10　まちづくり市民会議パネルディスカッション

フォト

う
お
ぬ
ま

ス
ケ
ッ
チ

　守門中学校で「１日人権擁護委員」に委嘱された生
徒たちが、人権の大切さを呼びかけました。人権イメー
ジキャラクターの『人ＫＥＮまもる君』とともに元気
よく挨拶する姿が印象的でした。

守門中学校で「人権を守ろう～！」
ー 6.12　人権啓発運動

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2012年7月10日号

 7.10

お知らせ版
防
災
士
研
修
講
座

　

防
災
の
意
識
・
知
識
・
技
能
を

持
つ
防
災
士
に
な
る
た
め
の
研
修

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
９
月
２９
日
㈯
・
３０
日
㈰

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
日
本
防
災
士
機
構
が
定
め
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し
ま
す
。

　

最
終
日
に
防
災
士
資
格
取
得
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

￥
６
１
、０
０
０
円

〆
７
月
２５
日
㈬

申
総
務
管
理
室
危
機
管
理
係

☎
７
９
２
・
９
２
１
４

か
わ
み
ず
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

関
越
リ
バ
ー
ク
エ
ス
ト

日
８
月
６
日
㈪
・
７
日
㈫（
一
泊
二
日
）

場
魚
野
川
を
中
心
と
し
た
市
内

内
魚
野
川
Ｅ
ボ
ー
ト
川
下
り
や
里

山
自
然
観
察
を
通
し
て
、
探
検
隊

（
グ
ル
ー
プ
）
の
中
で
協
調
性
を

高
め
、
生
き
物
に
と
っ
て
大
切
な

水
環
境
を
学
び
ま
す
。

対
小
学
４
年
生
～
６
年
生

定
４８
人
（
他
市
参
加
者
含
む
。）

￥
６
、０
０
０
円

◦
宿
泊
先
…
や
ま
び
こ
荘

持
参
加
者
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

〆
７
月
１８
日
㈬

申
魚
沼
市
地
域
づ
く
り
振
興
公
社

☎
７
９
７
・
３
５
１
４

食育の日　日７月１９日㈭　問健康増進室☎７９２・９７６３　毎月１９日は「食育の日」です。
自分にできることから実践しましょう。今夜は家族と一緒に食卓を囲みませんか。

問小出まつり協賛会☎７９２・２１２４（小出商工会館内）

芸
能
発
表
会
出
場
者
募
集

日
８
月
２７
日
㈪
１８
時
～
２０
時（
予
定
）

場
清
水
川
辺
神
社
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

内
唄
・
踊
り
・
演
芸
・
演
奏
な
ど

定
８
組
程
度（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〆
７
月
３１
日
㈫

申
文
化
振
興
室

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

演
芸
大
会
出
場
者
募
集

日
８
月
２５
日
㈯
１５
時
～
１８
時（
予
定
）

場
清
水
川
辺
神
社
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

内
軽
音
楽
等
の
演
奏

定
５
組
程
度（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〆
８
月
３
日
㈮

申
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

☎
７
９
２
・
２
０
０
６

民
謡
流
し
参
加
団
体
募
集

　

小
出
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
民

謡
流
し
を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
２７
日
㈪
１９
時
か
ら

場
本
町
通
り
・
上
町
通
り
（
小

出
地
域
）

〆
８
月
６
日
㈪

問
小
出
ま
つ
り
協
賛
会

小 出 ま つ り

打
ち
上
げ
花
火
募
集

日
８
月
２６
日
㈰
１９
時
３０
分
か
ら

場
青
島
大
橋
上
流
左
岸
堤
防
（
小
出
地
域
）

〆
７
月
３０
日
㈪
問
小
出
ま
つ
り
協
賛
会

他
小
出
地
区
の
皆
様
に
は
、
後
日
嘱
託
員
を
通

じ
て
「
市
民
花
火
」
寄
付
金
を
お
願
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
分

価
格
（
税
込
）

適
用

５
号
玉

１
１
、３
０
０
円
単
発
不
可

７
号
玉

２
３
、７
０
０
円

ー

尺
玉

５
０
、４
０
０
円

ー

ス
タ
ー
マ
イ
ン

１５
万
円
以
上

ー

8⁄25㈯･26㈰・27㈪

　この自転車イベントは、枝折峠ヒルクライムが昨年
の水害の影響で中止となったため、新たに企画された
ものです。全国から集まった１７６名が、道光高原や
星の家、大白川などを経由する総延長１２８kmを、
沿道からの声援を受けながら駆け抜けました。

越後三山を背に田園風景を駆け抜ける
ー 6.17　ロングライド魚沼
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く
　
ら
　
し

 ◆
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
で
大
型

不
用
品
の
仲
介
を
行
い
ま
す

日
７
月
１５
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス（
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
隣
）

 ◆
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

　

８
月
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早

め
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◦
窓
口
…
市
民
生
活
室（
小
出
庁
舎
）

◦
申
請
・
受
取
時
間
…
月
～
金
曜
日

８
時
３０
分
～
１７
時（
土
日
祝
日
休
み
）

他
申
請
か
ら
受
取
ま
で
は
、
土
日
祝

日
を
除
き
１０
日
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
室
７
９
２
・
１
１
１
２

安
心
・
安
全

 ◆
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
〝
暑
い
夏　

あ
せ
ら

ず
早
め
の　

ひ
と
や
す
み
〟

期
７
月
２２
日
㈰
～
７
月
３１
日
㈫

◦
運
動
の
重
点

・
飲
酒
・
疲
労
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

問
ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

ま
た
は
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・

　

５
２
７
５

 ◆
土
砂
災
害
防
止
法
に
も
と
づ

く
現
地
調
査
を
行
い
ま
す

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
も
と
づ
き
新

潟
県
で
は
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

対
す
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、
皆
様
の
土
地
に
立

ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
法

の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
７
月
１７
日
～
１２
月
２５
日

内
が
け
崩
れ
、
土
石
流
お
よ
び
地

す
べ
り
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
に
お
い
て
、
斜
面
の
高
さ

や
勾
配
、
渓
流
の
幅
等
の
計
測
を

行
い
ま
す
。

◦
土
砂
災
害
防
止
法
と
は
…
土
砂

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
お
よ
び
身
体

を
保
護
す
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お

そ
れ
の
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
し
、

住
民
の
皆
様
へ
土
砂
災
害
の
危
険
箇

所
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
警

戒
避
難
体
制
の
整
備
、
開
発
行
為
の

制
限
、
建
築
物
の
構
造
規
制
等
の
ソ

フ
ト
対
策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
（
対
策
工
事
を
行
う
た
め
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。

問
新
潟
県
魚
沼
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
治
水
課
担
当
・
吉
岡

☎
７
９
２
・
５
８
９
５

 ◆
夏
山
の
山
岳
遭
難
事
故
防
止

　

山
開
き
を
迎
え
、
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。『
登

山
の
事
故
は
自
己
責
任
』
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
万
全
な
計
画
を

た
て
楽
し
い
登
山
を
し
ま
し
ょ

う
。

①
登
山
計
画
書
は
も
し
も
の
時
の

命
綱
で
す
。
登
山
計
画
書
を
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

②
メ
ン
バ
ー
の
経
験
、
体
力
等
を

考
慮
し
た
山
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
携
行
品
を
充
実
し
、
事
前
点

検
・
取
扱
い
方
法
の
習
熟
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

④
服
装
、
水
分
補
給
な
ど
に
注
意

し
、
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
雷
雲
は
午
後
に
発
生
し
や
す
い

た
め
、
早
め
の
行
動
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

⑥
体
調
や
天
候
に
よ
っ
て
は
、
途

中
で
の
下
山
を
判
断
す
る
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑦
無
線
機
、
携
帯
電
話
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

⑧
山
岳
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
魚
沼
市
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会

☎
７
９
２
・
９
２
１
４

 ◆
市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

市
で
使
用
し
て
い
た
事
務
机
・

ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の
什
器
を
入
札
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。

日
７
月
１３
日
㈮
～
１５
日
㈰
９
時
～
１６
時

場
須
原
第
二
体
育
館（
守
門
庁
舎
隣
）

内
競
争
入
札
（
最
低
売
却
価
格
以

上
で
一
番
高
い
金
額
を
つ
け
た
人

が
落
札
者
と
な
り
ま
す
。）

対
ど
な
た
で
も
持
印
鑑

申
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

他
落
札
者
へ
は
７
月
１７
日
㈫
以
降

に
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
。
落
札
物

件
は
、
７
月
２０
日
～
２２
日
に
、
代
金

受
領
後
、現
場
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

種
　
別

最
低
売
却
価
格

事
務
机

５
０
０
円

事
務
椅
子

１
０
０
円

ソ
フ
ァ
ー

５
０
０
円

こ
の
他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
。

７月は
　社会を明るくする運動
　　　　　　　　　　　強調月間です

　罪を犯した人も裁判を受け、処分・償いを
終えれば、いずれ社会に戻ってきます。
　” 更生保護制度 ” は、罪を償い、再出発し
ようとする人たちの立ち直りを導き助け、再
び犯罪や非行に陥るのを防ぐ仕組みです。全
国約５万人の保護司の尽力により更生保護制
度は成り立っており、魚沼市では、現在１９
人の保護司の皆さんが更生保護活動を行って
います。
　「社会を明るくする運動」は、すべての国
民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、それぞれの立場
において力を合わせ、犯罪や非行のない明る
い社会を築こうとする全国的な運動です。

◆「犯罪・非行のない地域社会づくりや犯
罪・非行をした人の立ち直りについて考え
たこと、感じたこと」などをテーマに作文
を募集します。
対市内小中学生
他各学校を通じて募集します。

◆魚沼地区更生保護女性会会員を募集します
　女性あるいは母親としての立場で、「明
るい社会」を目指し、現在会員 30人程が
地道な更生保護活動を展開しています。
◦活動内容…犯罪や非行の予防活動、健全
育成研修会の開催、更生施設へのボラン
ティアなど

申問小千谷魚沼地区保護司会事務局（市民生活室）

☎７９２・１１１２

ー犯罪や非行を防止し、“立ち直り”を支える地域のチカラー　

募
　
　
　
集

 ◆
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
科　

９
月
入
校
生
募
集

日
９
月
４
日
～
１１
月
２８
日

９
時
３０
分
～
１６
時
１０
分（
平
日
の
み
）

場
Ａ
Ｂ
Ｃ
魚
沼
研
修
セ
ン
タ
ー

（
旧
ア
ル
プ
ス
電
気
小
出
工
場
内
）

対
介
護
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能

を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
２０
人

￥
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
あ
り
）

〆
８
月
１７
日
㈮

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

 ◆
日
本
画
夏
期
講
座
受
講
生
募
集

｢

風
景
を
描
く｣

日
８
月
４
日
㈯
～
８
月
６
日
㈪

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
写
生
か
ら
本
画
製
作
ま
で
日
本

画
の
基
礎
知
識
を
楽
し
く
学
ぶ

講
日
本
画
家
・
田
中
博
之
さ
ん（
千

葉
大
学
日
本
画
講
師
）

定
３５
人
￥
１
９
、
５
０
０
円

（
１
３
、５
０
０
円
（
受
講
料
）
＋

６
、０
０
０
円
（
材
料
費
））

〆
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

申
文
化
振
興
室
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

 ◆
魚
沼
き
の
こ
を
使
っ
た　

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
募
集

◦
テ
ー
マ

魚
沼
き
の
こ
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

◦
応
募
条
件

・
必
ず
き
の
こ
を
使
う
こ
と

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
他
へ
の
応

募
や
公
表
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

・
誰
で
も
作
れ
る
「
簡
単
」
な
レ

シ
ピ
で
あ
る
こ
と

◦
応
募
方
法

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
載
の
う
え
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
も
応
募
可
能
で
す
。

他
・
応
募
用
紙
は
当
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
南
魚
沼
地
域
振

興
局
林
業
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

・
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、

魚
沼
き
の
こ
セ
ッ
ト
等
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

〆
７
月
２０
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
〒
９
４
９
︲
６
６
８
０

南
魚
沼
市
六
日
町
９
６
０
番
地

魚
沼
き
の
こ
・
山
菜
振
興
協
議
会

（
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
内
）

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
８
２
６
６

Ｅ
メ
ー
ルinfo@uonum

akinoko.jp

Hhttp://w
w
w.uonum

akinoko.jp/

 ◆
南
本
町
『
へ
そ
市
』  　
　

テ
ン
ト
村
出
店
募
集

　

物
品
販
売
・
個
人
工
房
作
品
・

飲
食
関
係
な
ど
、
テ
ン
ト
村
へ
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
８
月
５
日
㈰
１１
時
３０
分
～
１９
時
３０
分

内
テ
ン
ト
出
店
者
の
お
店
で
し
か

使
え
な
い
お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
販
売
し
、
出
店
者
の
売
上

に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
多
数
の
申
込
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◦
出
店
場
所
…
南
本
町
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
歩
行
者
天
国

◦
出
店
募
集
数
…
４０
店
舗（
先
着
順
）

◦
出
店
料
…
１
、０
０
０
円
（
テ

ン
ト
１
コ
マ
）
※
複
数
出
店
も
可

〆
７
月
２０
日
㈮

申
南
本
町
『
へ
そ
市
』
実
行
委
員

会
事
務
局
・
目
黒

☎
７
９
２
・
０
３
２
１

 ◆
原
付
免
許
取
得
講
習

日
８
月
５
日
㈰
・
１９
日
㈰
７
時
か
ら

場
魚
沼
中
央
自
動
車
学
校

対
①
１６
歳
以
上
の
人
②
講
習
後
、

１
年
以
内
に
１６
歳
に
達
す
る
人

￥
４
、２
０
０
円
（
お
つ
り
の
な

い
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
受
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

交
通
安
全
協
会
（
交
通
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
た
は
バ
イ
ク
販
売
店
へ
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

持
本
人
の
本
籍
記
載
の
住
民
票

他
講
習
終
了
後
、
希
望
者
に
は
３０

分
程
度
の
学
科
試
験
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

問
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品
（
壊

れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電
製
品
、

衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨
等
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
。）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
８
８
４
４
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健
康
・
福
祉

 ❶
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の

料
理
教
室

日
７
月
１８
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
夏
が
旬
の
素
材
で
作
る
料
理

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
男
性

定
先
着
２０
人

￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
、

筆
記
用
具

〆
７
月
１７
日
㈫

 ◆
高
齢
者
交
流
事
業
（
小
出
・

湯
之
谷
・
広
神
地
区
合
同
）

日
８
月
７
日
㈫

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
の
ど
自
慢
大
会
と
昼
食
会
等

対
小
出
・
湯
之
谷
・
広
神
地
区
在

住
の
概
ね
６５
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人

￥
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

 ❷
全
国
一
斉　
　
　
　
　

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

期
７
月
１
日
㈰
～
３１
日
㈫

　

皆
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、

事
故
に
あ
っ
た
り
し
た
と
き
の
治

療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、

す
べ
て
善
意
に
よ
る
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
長
期
保
存
が
で
き
な
い
血
液

を
年
間
を
通
じ
て
安
定
供
給
す
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

継
続
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
バ
ス
が
次
の
日
程
で
来
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
「
献
血
」
に
ご
協

健
康
増
進
室

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

平成２５年４月１日採用予定　魚沼市職員採用試験
消防・看護師・薬剤師・放射線技師・身体障害者を対象とした初級行政

３．申込み（初級・医療職共通）
　　　７月１０日（火）から７月３１日（火）までの間に、申込書を総務管理室（小出庁舎）に提出してください（郵

　　送の場合、７月３１日消印有効）。要綱等申込書は総務管理室および市ホームページからダウンロードして入手

　　できます。H 魚沼市ホームページ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

　　【郵送による送付先】〒９４６ ‐ ８６０１魚沼市小出島１３０番地１魚沼市役所総務課総務管理室

２．医療職関係試験（職種・採用予定人員・受験資格・試験内容）

職種 採用予定人員 受験資格 試験内容年齢要件 年齢以外の要件

看護師 若干人

概ね４５歳までの人

看護師免許を有する人
（見込みを含む） 日９月中旬

場魚沼市役所小出庁舎
内作文試験、面接試験薬剤師 １人 薬剤師免許を有する人

（見込みを含む）

放射線技師 １人 放射線技師の資格を有する人
（見込みを含む）

問総務管理室☎７９２・９２０３

１．初級試験（職種・採用予定人員・受験資格・試験内容）

区分 職種 採用予定人員 受験資格
年齢要件 年齢以外の要件

初
級
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

消防職員 若干人 昭和６３年４月２日から平成７年４
月１日までに生まれた人

魚沼市消防本部から概ね１５Km 以
内に居住できる人

一般事務 １人 昭和５８年４月２日から平成７年４月
１日までに生まれた人

・申込時に身体障害者手帳の交付を
　既に受けている人
・介護者なしに事務職として職務遂
　行が可能な人
・活字印刷文による出題および口述
　による面接試験に対応できる人

職種 試験内容
第１次試験 第２次試験

消防職員
日９月１６日（日）
場北越高等学校（新潟市中央区米山 5 － 12 － 1）
内教養試験、作文試験、事務適性検査

日１０月下旬
場魚沼市消防署（予定）
内面接試験、体力試験

一般事務
日１０月下旬
場魚沼市役所小出庁舎
内面接試験

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 ❸
献
血
（
全
血
）

日
７
月
２０
日
㈮

場
①
堀
之
内
公
民
館
…
１０
時
～
１２
時

②
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
…
１３
時

３０
分
～
１５
時
３０
分

内
献
血
種
別
…
全
血
（
４
０
０
ｍ

ℓ
、
２
０
０
ｍ
ℓ
）

持
献
血
カ
ー
ド

 ◆
長
岡
療
育
園
発
達
講
座

日
８
月
４
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時
４０
分

場
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
シ
ア

タ
ー（
長
岡
市
寺
島
町
３
１
５
番
地
）

◦
講
演
１
「
重
症
心
身
障
害
児
・

者
の
外
科
的
対
応
に
つ
い
て
」

講
富
山
大
学
医
学
教
育
学
准
教

授
・
廣
川
慎
一
郎
医
師

◦
講
演
２
「
障
害
者
自
立
支
援
法

つ
な
ぎ
法
へ
の
対
応
と
今
後
の
制

度
改
革
」

講
長
岡
療
育
園
園
長
・
小
西
徹
医
師

対
ど
な
た
で
も
（
要
事
前
申
込
）

定
４
５
０
人

￥
無
料

他
保
育
預
か
り
有
り

〆
７
月
３１
日
㈫

申
長
岡
療
育
園
発
達
講
座
担
当
・

古
市
・
刃
根

☎
０
２
５
８
・
４
６
・
６
６
１
１

〆
７
月
３１
日
㈫

申
社
会
福
祉
協
議
会
小
出
・
湯
之

谷
支
所
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

広
神
支
所
☎
７
９
９
・
３
９
９
０

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ❶
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展　

「
石
器
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

　

縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
を
中
心

に
、
石
器
の
製
作
か
ら
廃
棄
に
至

る
過
程
（
サ
イ
ク
ル
）
を
示
す
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

日
７
月
２１
日
㈯
～
９
月
２
日
㈰

場
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展
示
室

内
原
居
平
遺
跡
お
よ
び
正
安
寺

遺
跡
（
堀
之
内
地
区
・
約
５
、

０
０
０
年
前
）
か
ら
出
土
し
た
縄

文
土
器
・
石
器
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
修
復
完
了
し
た
市
指
定

文
化
財
の
火
焔
型
土
器
も
あ
わ
せ

て
展
示
し
ま
す
。

￥
大
人
２
０
０
円
、
小
中
学
生
無

料
（
夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
の
た
め
）

 ❷
夏
休
み
縄
文
体
験
教
室
①

縄
文
土
器
・
土
偶
づ
く
り

日
８
月
３
日
㈮
・
４
日
㈯
（
２
回
）

い
ず
れ
も
９
時
３０
分
～
１２
時

場
大
沢
ふ
れ
あ
い
会
館

内
縄
文
土
器
・
土
偶
な
ど
を
作
り
、

縄
文
人
の
技
術
・
知
恵
を
学
び
ま
す
。

講
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
職
員

対
小
学
生
・
一
般
（
小
学
生
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

定
各
２０
人
（
先
着
順
）

￥
一
回
５
０
０
円
（
材
料
費
）

〆
７
月
３０
日
㈪

生
涯
学
習
課

申
問
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

 ◆
宮
柊
二
講
座

　

宮
柊
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

た
、わ
か
り
や
す
い
短
歌
講
座
で
す
。

日
７
月
２２
日
㈰
１３
時

場
宮
柊
二
記
念
館

演
歌
集
『
多
く
夜
の
歌
』
を
主
な

教
材
と
し
た
講
座

講
岡
崎
康
行
さ
ん
対
ど
な
た
で
も

問
宮
柊
二
記
念
館

☎
７
９
４
・
３
８
０
０

 ❷
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
７
月
２７
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
子
ど
も
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し
な

が
ら
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
絵
本「
は
ー
い
！
」、「
く

だ
も
の
あ
ー
ん
」、「
ふ
た
ご
の
ま

ん
ま
る
ち
ゃ
ん
」、「
ポ
ケ
ッ
ト
ぽ

ん
」
な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

小
出
郷
図
書
館

申
問
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ❶
７
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）。
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成
２３
年
７
月
１
日
～
７
月
３１

日
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
絵
本
引
換
書

他
赤
ち
ゃ
ん
の
機
嫌
の
よ
い
と
き

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日

場

１８
日
㈬

１３
時
～
１４
時
３０
分

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

２１
日
㈯

１０
時
～
１２
時

広
神
図
書
館

和
室
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 ❸
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

日
８
月
９
日
㈭
１３
時
～
１５
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
細
長
い
風
船
を
お
花
の
形
に
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

講
魚
沼
マ
ジ
ッ
ク
・
ラ
ブ

対
ど
な
た
で
も
（
親
子
歓
迎
）

定
３０
人
￥
５
０
０
円
〆
８
月
１
日
㈬

 ❷
子
ど
も
料
理
教
室

日
８
月
６
日
㈪
１０
時
～
１４
時

場
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
家
庭
科
室

内
簡
単
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
・
中

華
風
サ
ラ
ダ
・
コ
ロ
コ
ロ
き
ゅ
う
り

講
井
上
順
子
さ
ん
（
佐
梨
）

対
小
学
生
定
２０
人
￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

〆
８
月
１
日
㈬

 ❶
高
橋
正
則
作
品
展
の
説
明
会

日
７
月
３０
日
㈪
１０
時
か
ら

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
作
品
展
の
絵
画
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。講
高
橋
正
則
さ
ん（
虫
野
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

 ◆
夏
休
み
木
の
実
工
作
教
室

日
①
８
月
６
日
㈪
②
８
月
８
日
㈬

③
８
月
１０
日
㈮
（
計
３
回
）
い
ず

れ
も
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館
学
習
室

内
①
カ
ニ
を
作
ろ
う
！
②
タ
コ
を

作
ろ
う
！
③
小
鳥
の
巣
ご
も
り
を

作
ろ
う
！
（
な
る
べ
く
全
回
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。）

講
大
矢
忠
雄
さ
ん
（
小
千
谷
市
）

対
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
と
希
望

す
る
保
護
者

定
保
護
者
以
外
で
２０
人
（
定
員
以

上
の
場
合
は
抽
選
）

￥
無
料

持
木
工
用
ボ
ン
ド
・
細
い
サ
イ
ン

ペ
ン
・
あ
れ
ば
、
剪
定
バ
サ
ミ
と

ニ
ッ
パ
ー

〆
７
月
３１
日
㈫

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６（
平
日
９
時
～
１６
時
）

 ◆
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

日
７
月
２８
日
㈯
、８
月
１８
日
㈯（
計

２
回
）
い
ず
れ
も
９
時
～
１２
時

場
堀
之
内
公
民
館
実
習
室
・
大
ホ
ー
ル

内
陶
器
に
つ
い
て
の
お
話
と
タ
タ

ラ
作
り
、
手
ひ
ね
り
で
お
茶
碗
な

ど
を
作
り
ま
す
。
８
月
１８
日
に
下

絵
付
け
、
施
釉
を
行
い
ま
す
。

講
陶
房
穣み

の

り里
・
金
垣
素
陶
さ
ん

対
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
８
組
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

￥
一
人
５
０
０
円（
計
２
回
分
、初
回
徴
収
）

持
エ
プ
ロ
ン
〆
７
月
２４
日
㈫

申
堀
之
内
公
民
館
☎
７
９
４
・
６
０
２
６

 ❸
ア
サ
ノ
さ
ん
と　
　
　

「
あ
ん
ぼ
」
を
作
ろ
う

日
７
月
２２
日
㈰
９
時
～
１１
時
３０
分

場
湯
之
谷
多
目
的
交
流
施
設

内
郷
土
に
伝
わ
る
「
あ
ん
ぼ
」
を

作
っ
て
み
よ
う
。

講
佐
藤
ア
サ
ノ
さ
ん
（
宇
津
野
）

対
小
学
生
と
保
護
者

 ❷
放
射
線
っ
て
な
あ
に
？

日
７
月
２１
日
㈯
９
時
～
１１
時

場
湯
之
谷
世
代
間
交
流
施
設

内
放
射
線
が
ど
ん
な
も
の
か
調
べ

て
み
よ
う
。

講
山
際
貢
さ
ん

対
小
学
生
と
保
護
者
定
１０
人

￥
無
料
持
内
履
き
〆
７
月
１９
日
㈭

 ❶
桜
井
公
夫
写
真
展　
　
　

「
か
い
ま
見
た
ト
ル
コ
の
大
地
」

日
７
月
１０
日
㈫
～
８
月
７
日
㈫

１０
時
～
２２
時
（
水
曜
定
休
）

場
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
ギ
ャ
ラ
リ
ー

￥
写
真
展
の
み
の
入
場
は
無
料
で

す
が
、
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
の
入
浴

等
は
有
料
で
す
。

伊
米
ヶ
崎
公
民
館

申
問
☎
７
９
２
・
０
０
８
２

（
９
時
～

１６
時
・
祝
日
休
館
）

湯
之
谷
公
民
館

申
☎
７
９
２
・
０
５
３
０

（
平
日

１３
時
～

１９
時
）

 ◆
星
の
会
「
北
の
う
お
座
」

市
民
天
体
観
望
会

日
７
月
２７
日
㈮
・
２８
日
㈯
・
２９
日
㈰

の
３
日
間
の
う
ち
、
観
測
可
能
な
初

日
一
日
の
み
、
１９
時
３０
分
～
２１
時

※
雨
天
中
止
。
判
断
が
難
し
い
時
は

当
日
１９
時
ま
で
に
会
場
で
の
望
遠
鏡

設
置
の
有
無
で
開
催
を
告
知
し
ま
す
。

場
芝
桜
公
園
（
奥
レ
ク
都
市
公
園

根
小
屋
地
区
）
駐
車
場

内
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
や
デ
ジ
カ

メ
（
一
眼
レ
フ
不
可
）
を
使
っ
て

月
の
写
真
撮
影
に
挑
戦
し
ま
す
。

問
星
の
会
「
北
の
う
お
座
」・
大
平

（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
０
９
０
・
７
７
３
６
・
４
６
０
１

定
１０
人
￥
一
人
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

〆
７
月
１９
日
㈭

ス
ポ
ー
ツ

 ◆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
７
月
２９
日
㈰

場
小
出
郷
総
合
体
育
館
ほ
か

￥
１
チ
ー
ム
５
、０
０
０
円

〆
７
月
２０
日
㈮

他
１
チ
ー
ム
５
人
以
上（
男
女
混
合
可
）

申
魚
沼
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
和
田

☎
０
９
０
・
４
６
０
０
・
４
８
４
０

催
　
　
　
し

 ◆
星
空
と
天
体
観
測

日
①
７
月
２１
日
㈯
②
７
月
２８
日
㈯

１９
時
３０
分

場
星
の
家
天
体
観
測
室「
ス
バ
ル
」

内
①
天
の
川
を
観
察
し
ま
し
ょ

う
。
②
み
ず
が
め
座
流
星
群
を
観

察
し
ま
し
ょ
う
。

講
星
の
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

対
５
歳
以
上
定
先
着
２０
人

￥
５
歳
幼
児
７０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０

円
（
毎
回
）

他
雨
天
時
も
室
内
で
活
動
し
ま
す
。

申
直
接
来
場
か
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

 ◆
第
９
回
ま
た
た
び
の
家　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
９
月
８
日
㈯
１０
時
～
１５
時

・
餅
ま
き
…
１１
時
３０
分
と
１４
時

場
ま
た
た
び
の
家（
須
原
１
３
７
０
番
地
５
）

◦
バ
ザ
ー
品
提
供
の
お
願
い

内
日
用
雑
貨
、
食
品
、
文
具
、
お

も
ち
ゃ
類
、
贈
答
品
、
寝
具
類
、

衣
類
（
新
品
の
み
）、
そ
の
他
家

庭
や
会
社
・
商
店
内
で
の
不
要
な

在
庫
品
な
ど

　

直
接
持
ち
込
み
か
、
電
話
連
絡

で
引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
。

〆
９
月
７
日
㈮
申
ま
た
た
び
の
家

☎
７
９
７
・
３
８
８
０

（
月
曜
～
金
曜
８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分
）

 ◆
魚
沼
市
写
真
協
会
会
員
写
真
展

日
７
月
１０
日
㈫
～
８
月
４
日
㈯

場
小
出
郷
文
化
会
館
２
階
ロ
ビ
ー

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
魚
沼
市
写
真
協
会
会
長
・
桜
井

☎
７
９
４
・
３
８
１
５

 ◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会　
　

「
放
射
線
～
そ
の
正
体
と
作
用
～
」

日
７
月
２５
日
㈬
１６
時
３０
分
～
１８
時

場
会
館「
魚
新
」（
小
出
島
７１
番
地
１
）

 ◆
長
岡
技
術
科
学
大
学

２
０
１
２
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
８
月
５
日
㈰
１０
時
～
１５
時
３０
分

場
長
岡
技
術
科
学
大
学

当
日
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
（
長

岡
駅
前
～
大
学
※
要
申
込
み
）

対
高
校
生
・
高
専
生
・
短
大
生
・

中
学
生
お
よ
び
先
生
、
保
護
者
等

内
公
開
研
究
室
（
約
５０
研
究
室
見

学
）、学
生
に
よ
る
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
体
験
談
の
発
表
・
工
学

分
野
の
説
明
、
テ
ク
ノ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
等
の
見
学
、
入
試
相
談
、
学

生
生
活
相
談
等

〆
７
月
２５
日
㈬

申
〒
９
４
０
︲
２
１
８
８
長
岡
市

上
富
岡
町
１
６
０
３
番
地
１
長
岡

内
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
を

考
え
る
講
演
会
で
す
。

講
工
藤
博
司
さ
ん
（
東
北
放
射
線

科
学
セ
ン
タ
ー
理
事
、
東
北
大
学

名
誉
教
授
）

対
市
民
お
よ
び
近
隣
市
町
在
住
者

定
６０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

￥
無
料
〆
７
月
１８
日
㈬

他
演
題
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

申
魚
沼
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
事
務
局

☎
０
２
５
・
７
７
０
・
０
５
９
７

（
平
日
９
時
～
１７
時
）

日
７
月
２８
日
㈯
１０
時
～
１２
時
３０
分

受
付
９
時
～
９
時
３０
分

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

臨
床
工
学
専
攻
科
基
礎
医
学
実
習
室

◦
１
時
間
目
『
心
臓
の
役
割
』

・
ブ
タ
の
心
臓
を
触
っ
て
形
や

硬
さ
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

・
動
い
て
い
る
ヒ
ト
の
心
臓
を

超
音
波
（
心
エ
コ
ー
）
で
観
察

し
ま
し
ょ
う
。

◦
２
時
間
目
『
心
臓
と
電
気
』

・
電
気
で
筋
肉
を
動
か
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

・
心
臓
の
電
気
信
号
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
バ
イ
オ
実
験
講
習
会

「
疲
れ
な
い
ポ
ン
プ
　
心
臓
っ
て
す
ご
い
！
」

￥
無
料

対
小
学
校
高
学
年（
保
護
者
同
伴
）

申
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

「
ト
ッ
プ
→
社
会
と
連
携
の
こ
と

の
公
開
講
座
→
公
開
講
座
の
ペ
ー

ジ
」か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
７
月
２０
日
㈮
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
）

Hhttp://w
w
w
.kitasato-u.

ac.jp/iikao/

 ◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校　
　

夏
休
み
工
作
『
森
の
仲
間

た
ち
を
作
ろ
う
』

日
８
月
４
日
㈯
・
１１
日
㈯
（
計
２

回
）
い
ず
れ
も
９
時
～
１１
時

場
自
由
空
間
『
つ
な
ご
て
』（
本
町

１
丁
目
２
・
旧
ま
つ
ば
ら
玩
具
屋
）

内
木
の
枝
な
ど
で
、
可
愛
い
動
物

た
ち
を
作
っ
て
飾
り
付
け
ま
す
。

技
術
科
学
大
学
入
学
試
験
第
２
係

ま
で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
・
学
科
・
学
年
、

無
料
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を
明

記
し
、
携
帯
サ
イ
ト
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
５
８
・
４
７
・
９
２
５
８

℻
０
２
５
８
・
４
７
・
９
０
７
０

Ｅ
メ
ー
ル

nkoho@
jcom

.nagaokaut.ac.jp

携
帯
サ
イ
ト

daigakujc.jp/nagaokaut/

￥
一
人
１
、５
０
０
円
（
一
日
の

み
参
加
で
も
、
参
加
費
は
同
じ
）

（
材
料
費
・
保
険
代
込
）

定
１０
人（
２
回
参
加
す
る
人
優
先
）

持
軍
手

〆
７
月
２７
日
㈮

他
事
前
に
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

℻
７
９
３
・
７
８
６
８
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乳幼児健診
事業名 対象生年月日 期日 受付 会場
乳児健診
４か月児 H24.4.1～4.25 23日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1歳
６か月児

H23.1.1～1.18 1日㈬

湯之谷保健
センター

H23.1.19～1.31 22日㈬

３歳児
H21.8.1～8.12 8日㈬
H21.8.13～8.31 29日㈬

２歳児歯科 H22年8月 28日㈫

持母子健康手帳、問診票
他・都合で来られない場合は事前にご連絡ください。
・感染症（おたふく、みずぼうそう、風邪等）にり患、
またはその疑いがある場合（発熱、発疹がある）は、健
康増進室に連絡のうえ、治癒してからお越しください。
※乳児健診（４か月児）の対象者が、平成 24 年度子
ども健康カレンダーでの対象者とは変更になっていま
すのでご注意ください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00～16:00  自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２２日㈬ 対８月生まれ

土曜開放日 ４日、１１日
9:00～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜  9:00～12:00
             13:00～15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00～15:00  自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２１日㈫ 対８月生まれ

身長・体重計測 ２１日㈫午前 乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター １０日㈮
10:00～11:15 親子でふれあって遊ぼう

入広瀬保健センター １７日㈮
10:00～11:15

子育て支援センター８月

離乳食講習会等
　離乳食講習会・１歳歯みがき

教室は、８月は実施しません。

次回は 9 月になりますので、く

わしくはこども健康カレンダー

でご確認ください。

問健康増進室
☎ 792・9763

８月
児幼 健 診 等乳

問学校教育課☎７９４・６０７２　子ども課☎７９４・６０２７

給食用食材の放射性物質検査結果

　市内小中学校・共同調理場・幼稚園・保育園（私
立含む）の給食用食材を対象に、県が設置する検査
機器で放射性物質の測定を実施しています。
　３月から毎週５～６施設分を検査し、これまです
べて不検出でした。くわしくは市のホームページを
ご覧ください。

　給食用食材の放射性物質検査および空間放射線量測定に
関するくわしい測定結果は市ホームページで閲覧できます。
H 魚沼市ホームページ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

いざというとき＞重要なお知らせ＞放射線関連情報

問総務管理室危機管理係☎７９２・９２１４

空間放射線量測定結果

測定高さ 測定値
単位：マイクロシーベルト毎時

地上 1m 0.064 ～ 0.146
地上 10cm 0.074 ～ 0.154

　６月１日～１５日にかけて小・中学校、幼稚園・

保育園、公園および市庁舎の６４施設で空間放射線

量を測定しました。グラウンド・園庭等広場での測

定結果は、全て通常の測定の範囲内でした。

汚泥等除去後の空間放射線量測定結果
（地上 10㎝で 0.3 マイクロシーベルト毎時以上の地点）

測定施設名
測定
箇所

測定日
測定
高さ

単位：マイクロシーベルト毎時
除去前 除去後

堀之内
なかよし保育園

集水桝 6/1
1m 0.14  未測定

50cm 0.25  未測定
10cm 0.35  0.21 

小出小学校 中庭 6/13
1m 0.14  0.13 

50cm 0.18  0.15 
10cm 0.33  0.22 

小出中学校 草堆積場 6/13
1m 0.18  0.10 

50cm 0.22  0.23 
10cm 0.31  0.26 

　また、側溝や集水桝など汚泥等集積しやすい箇所を

測定したところ、３施設３箇所で高めの放射線量が確

認されたことから、汚泥等を除去しました。

放射線測定結果（６月）

※国の除染目安は、地表５０ｃｍから１ｍの高さで

周囲より１マイクロシーベルト毎時以上高い箇所

※市の除染目安は、堆積物から１０ｃｍの高さで０．

３マイクロシーベルト毎時以上の箇所

※通常の測定の範囲：地上１．５mの高さで０．

０１６～０．１６０マイクロシーベルト毎時

毎月２２日は『禁煙の日』
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙を！
　毎月２２日は、禁煙の日。シンボル
マークの２羽の白鳥が寄り添う姿から
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙
を！をスローガンとしています。
　あなたも今月の２２日から『禁煙』
をはじめませんか？
問健康増進室☎７９２・９７６３

魚沼映画の専門店Ｖｏｌ．１０４　　　　　　　　

「ミス・ギャングスター」
　平均年齢６５歳、史上最狂、

最高齢のおばちゃん強盗団登場。

日 7 月 27 日㈮ 19時
28日㈯①10時②14時③19時

29日㈰① 10時② 14時

場小出郷文化会館小ホール
￥一般１，０００円
学生、シニア（６０歳以上）、友の会、障害者手

帳をお持ちの人８００円

ホームページでイベントを紹介しています。
Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/bunka/

小出郷文化会館
申 問☎７９２・８８１１各

種
相
談
等

 ◆
商
工
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

無
料
法
律
相
談
会

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
１０
日
㈮

１０
時
～
１２
時

場
小
出
商
工
会

内
相
談
内
容
は
１
件
３０
分
程
度

相
弁
護
士

申
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

（
要
電
話
予
約
）

法
律
相
談
等

 ◆
暮
ら
し
相
談
会
（
司
法
書

士
相
談
会
）

　

サ
ラ
金
や
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル

等
暮
ら
し
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
７
月
２２
日
㈰

１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

相
地
元
司
法
書
士

内
一
人
当
た
り
相
談
時
間
約
３０
分

〆
７
月
２０
日
㈮
（
要
電
話
予
約
）

  ７月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 月 魚沼発！人形劇団「風」人形劇（11:00/小出郷図書館）

17 火
7/2 納期限分の口座再振替日（市・県民税、固定
資産税、介護保険料、国民健康保険税）
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）

18 水 みんなあつまれげんきっこ（9：00/ 小出保育園）
ブックスタート（13:00/小出子育て支援センターぱぴぷ）

19 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
20 金 献血（10:00/堀之内公民館、13:30/魚沼テクノスクール）

21 土

石器のライフヒストリー初日
（9:00/ 目黒邸資料館 9/2 まで）

ブックスタート（10:00/ 広神図書館和室）
本とあそぼう全国おはなし隊
（15:30/ 広神コミュニティセンター）

アートのつぼみシリーズ第 1 回「水彩イラスト」
（13:00 から /小出郷文化会館）

22 日

夏の交通安全事故防止運動（31日まで）
原付免許取得講習（7:00/ 魚沼中央自動車学校）
日本語教室（10:00/ 堀之内公民館）
宮柊二記念館短歌教室
（10:00/ 宮柊二記念館）

宮柊二講座
（13:00/ 宮柊二記念館）

ホッとスペース「ひまわり」
（13:00/ 広神コミュニティセンター）

暮らし相談会〔司法書士相談会〕・要予約
（13:30 から /小出ボランティアセンター）

23 月
24 火

25 水
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出商工会館）
要予約 : 長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
第 4 回農業委員会総会（13:30/ 広神庁舎）

26 木 リコーダーセミナー（19:15～ /小出郷文化会館）

27 金
ジョブカフェうおぬま（10:00～16:00/小出郷福祉センター）
だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
魚沼映画の専門店 vol.104「ミス・ギャングスター」
（19:00/ 小出郷文化会館）

28 土
うおぬま夏の雪まつり（10:00から/銀山平特設会場）
魚沼映画の専門店 vol.104「ミス・ギャングスター」
（① 10:00 ② 14:00 ③ 19:00/ 小出郷文化会館）

29 日

夏休み工作教室（10:00/堀之内公民館）
ホッとスペース「ひまわり」
（13:00/広神コミュニティセンター）

魚沼映画の専門店 vol.104「ミス・ギャングスター」
（①10:00②14:00/小出郷文化会館）

30 月

31 火
第１期納期限（後期高齢者医療保険料）
第２期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４



 市報うおぬま23

ひとのうごき

市
報
ク
イ
ズ

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
７
月
２7
日

（金）

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ　

６
月
７
日
に
湯
之
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
●
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」。
次
の
う
ち
ど
れ
？

①
「
父
と
子
」

②
「
母
と
子
」

③
「
祖
母
と
子
」

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：７９２－９５００
Ｅメール：
reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

№ 3

こちらです。
窓口は

財政課

　

財
政
係
・
用
地
管
財
係
・
契
約
検
査

班
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主
な
担
当
業
務

○
財
政
係･･･

財
政
の
計
画
・
調
査
、

予
算
の
編
成
・
執
行
監
督
、
予
算
の
配

当
、
地
方
債
、
交
付
税
、
基
金　

な
ど

○
用
地
管
財
係･･･

普
通
財
産
の
取

得
・
管
理
・
処
分
、
行
政
区
域
、
財
産

台
帳
、
物
品
の
出
納
・
保
管
、
市
有
財

産
の
総
括
・
連
絡
調
整　

な
ど

○
契
約
検
査
班･･･

入
札
・
契
約
、
入

札
参
加
資
格
審
査
、
指
名
審
査
、
工
事

の
検
査
、
工
事
の
成
績
評
定　

な
ど

小出庁舎２階
☎７９２－９２０５

只見線の早期復旧と活性化を願って

市 長 室 だ よ り ）））

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊
６
月
３０
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
２
世
帯
６
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯
１２
人

E ﾒｰﾙ：zaisei@city.uonuma.niigata.jp

次号の市報うおぬまの嘱託員への配布日は、７月２５日（水）です。

　

前
回
の
正
解
は
、
③
ア
ル
パ
カ
で
し
た
。

　

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
櫻
井
優
子
さ
ん
、
上
村
祐

樹
さ
ん
、
佐
藤
和
子
さ
ん
、
山
田
一
馬
さ
ん
、

古
山
美
千
子
さ
ん
【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】

青
木
ケ
サ
ノ
さ
ん
、
中
里
幸
太
さ
ん
、
山
田

フ
ミ
さ
ん
、
星
絵
里
奈
さ
ん
、
星
美
波
さ
ん
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人口と世帯数（Ｈ 24.6.1 現在）
【人口】　男　19,737 人 （－ 16）
　　　　女　20,632 人 （－ 15）
　　　　計　40,369 人 （－ 31）

【世帯数】
　13,493 世帯　（＋  8）

（5 月 21 日～ 6 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

宮本キノヱ　　堀之内駅前通　１０１歳
瀧澤　一枝　　山ノ手町一　６６歳
小林松右ェ門　下島二　　　８１歳
岡村　喜一　　田川　　　　８２歳
髙橋　たけ　　田川　　　　８８歳
渡邉　シヅ　　中村　　　　８０歳
井上ハツノ　　舟山　　　　８５歳
渡辺　キミ　　田代　　　　９２歳
本田　テル　　中ノ島　　　８９歳
山田　輝幸　　大河原一　　７７歳
山内　喜作　　沢田二　　　８３歳
大平マツノ　　干溝　　　　８８歳
森山　竹一　　虫野　　　　８６歳
桑原　行雄　　原虫野　　　８３歳
井口　トメ　　上ノ原　　１００歳
渡邊啓太郎　　大湯温泉　　８５歳
馬場　正雄　　田中　　　　７３歳
泉　　昌之　　今泉　　　　６９歳
田澤藤栄門　　中家　　　　８７歳
佐藤　庄二　　中島新田　　８２歳
山本　美代　　山田下　　　９９歳
櫻井アイ子　　池平　　　　７５歳
富永　福松　　渋川　　　　９２歳
星　　章雄　　守門宮原　　７０歳

榎本　久平　　細野　　　　８７歳
浅井　勝年　　西名　　　　４３歳
横山　セン　　東野名　　　９９歳
浅井　キン　　大栃山　　　９６歳
佐藤　金助　　穴沢　　　　８１歳
佐藤　文雄　　穴沢　　　　７８歳
布沢　ヨキ　　横根　　　１０４歳

鈴木　大
だ い あ

愛　信行・奈美　堀之内宮原町
宮本　紗

さ き

希　毅・明美　山ノ手町一
安部　翔

しょうた

太　郁雄・さやか　　田川  
岡村　蒔

ま き の

乃　健・春菜　　　和長島
小林　雷

ら い た

汰　一明・幸子　　　田戸
櫻井　大

た い が

我　希・美幸　　下倉新田
武藤　あい　准矢・真理　　　中原 
長谷川颯

そ う た

汰　卓巳・美穂　　　中原
佐藤　羽

わ こ

子　勝・麻耶　　大河原二
皆川　煌

こ う き

希　恭輔・美紀　　原虫野
和田　璃

り の

乃　祥太・あゆみ　上ノ原
中山　拓

たくひろ

優　強・直美　　　上ノ原
森山　蓮

れ ん と

斗　圭・友美　　　　井口
星　　時

ときひと

仁　和馬・容子　　　大沢
山田　寿

ひ さ と

斗　亮・あさい　　　葎沢
井川　裕

ひ ろ と

人　真一・恵理　　　横瀬
山之内　澪

れい

　篤・まき子　　　並柳 
星　　結

ゆ い な

菜　卓馬・麻矢　市営広神住宅
諸橋　　朝

あした

　一宏・聖美　　　中島
田村　結

ゆ い と

人　昭信・千秋　新保住宅
土田ヒカル　昭則・知美　　　西村
木皿光

こうのすけ

乃助　宣雄・由美子　大栃山

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　平成２３年７月新潟・福島豪雨により只見線

は甚大な被害を受け、新潟県側の大白川駅から

福島県側の会津川口駅までの４８．４キロメー

トルが不通となってしまいました。

　そうした中、大白川～只見駅間の運行再開の

ための工事を着手することが、先般報道されま

した。

　６月１５日には、皆川県議会議員・佐藤市議

会議長・三友観光協会長と共に、「只見線の早

期復旧に関する要望」のため、ＪＲ東日本（株）

本社に行ってまいりました。

　昨年は只見線全線開通４０周年の記念すべき

年であり、新しくなった小出駅舎がお披露目さ

れ、記念式典も開催されました。今年は小出～

大白川駅間が開通して７０年を迎える記念の年

です。

　只見線は、魚沼市からは只見高校への通学、

福島県只見町からは魚沼市内の医療機関への通

院など、重要な交通機関となっていることから、

早期の復旧を要望してきたところです。また、

車窓からの景観の美しさに定評があり、魚沼市

観光協会ではイベント列車を増発するなど只見

線の魅力を高め、より多くの方たちから乗車い

ただけるよう取り組んでいます。

　しかし、日常の乗車人数は減少傾向にあり、

只見線の活性化のためには、とにかくお客さま

に乗っていただく必要があります。

　ぜひ、地域の方々からも積極的にご利用いた

だき只見線の活性化にご協力いただければと思

います。

魚沼市長　　大 平　悦 子

今
月
は
、『
市
長
へ
の
手
紙
』
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、

市
か
ら
の
回
答
を
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
）

市
長
へ
の
手
紙

■
い
た
だ
い
た
ご
意
見

　

東
北
大
震
災
の
が
れ
き
処

理
は
、
自
分
は
受
け
入
れ
を

し
な
い
方
が
良
い
と
思
う

が
、
市
と
し
て
受
け
入
れ
を

す
る
の
か
ど
う
か
を
教
え
て

ほ
し
い
。

■
市
長
か
ら
の
回
答

　

現
在
、
魚
沼
市
に
は
市
の
最
終

処
分
場
が
な
い
た
め
、
ご
み
処
理

後
に
発
生
す
る
灰
な
ど
の
残
渣
の

最
終
処
分
（
埋
め
立
て
）
は
、
山

形
県
米
沢
市
と
群
馬
県
草
津
町
の

民
間
最
終
処
分
場
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
が
れ
き
の
中
間
処

理
（
焼
却
な
ど
）
は
で
き
て
も
、

焼
却
残
渣
の
最
終
処
分
を
当
市
で

行
う
こ
と
は
現
在
は
で
き
な
い
状

況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
震
災
が
れ
き
の
残

渣
の
最
終
処
分
に
つ
い
て
も
、
現

在
委
託
し
て
い
る
両
市
の
最
終
処

分
場
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
両
市
と
も
に
、
市
民

の
安
全
・
風
評
被
害
を
懸
念
し
て
、

安
全
基
準
値
以
内
で
あ
っ
て
も
が

れ
き
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
魚
沼
市
は
震
災
が
れ
き
の
受

け
入
れ
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

〈
市
長
へ
の
手
紙
〉

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興

事
務
所
の
窓
口
に
様
式
が
あ
り
ま

す
。
住
所
・
氏
名
等
を
明
記
し
、

ポ
ス
ト
に
投
函
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
秘
書
広
報
室

☎
７
９
２
・
１
４
９
４



児童絵画

ミニミニクッキング！
Good!

魚
沼
市

　

６
月
は
、
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
取
材
が
と
て
も
多
い

月
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を
向
け

ら
れ
る
と
恥
ず
か
し
さ
か
ら

か
そ
の
場
を
去
る
子
も
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
取
材
に

協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
中
に

は
と
て
も
人
懐
こ
い
子
も
い

て
、
急
に
背
中
に
飛
び
乗
ら

れ
た
り
も
し
ま
す
。
元
気
な

魚
沼
っ
子
た
ち
の
お
か
げ

で
、
今
月
も
楽
し
く
取
材
が

で
き
ま
し
た
。（
Ｓ
）

　

６
月
の
食
育
月
間
に
併

せ
、
な
か
よ
し
保
育
園
で
食

育
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
食
事
の
と

き
の
マ
ナ
ー
や
食
材
に
つ
い

て
、
栄
養
士
の
お
話
を
興
味

深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
給

食
に
使
う
キ
ャ
ベ
ツ
を
ち
ぎ

る
作
業
が
あ
り
、
み
ん
な

真
剣
な
表

情
で
１
枚

１
枚
て
い

ね
い
に
ち

ぎ
っ
て
い

ま
し
た
。

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ

発行：魚沼市　　編集：魚沼市総務課 秘書広報室　
〒９４６ー８６０１　新潟県魚沼市小出島１３０番地１　☎０２５－７９２－１４９４
Ｅメール：reference@city.uonuma.niigata.jp　魚沼市役所ホームページ：http://www.city.uonuma.niigata.jp/

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

今月は宇賀地小学校の児童の作品です
№

90

「ふわふわくもに行ってこよう！」
３年  小 山  あ ん ね  さん

「勝ってやるつなひき」
５年  森 山  翔 貴  さん

no.90

きゅうりの中華サラダ（副菜）

①きゅうり、しょうがはせん切りにする。
②ささ身は筋を取って耐熱皿にのせ、Ａを振って
ラップをかけ、電子レンジ（５００Ｗ）で２分加熱
する。荒熱が取れたら細かく裂く。
③ボールにＢを入れ、①、②を加えて和える。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　46kcal　　たんぱく質　4.9 ｇ
脂質　1.2 ｇ　　炭水化物　3.8 ｇ　　塩分　0.8 ｇ

・減塩のポイント：しょうがの辛味、酢の酸味、ごま油の香りを使

うと薄味でも美味しいです。高血圧の予防には、適塩の食事はも

ちろんですが、野菜を今より１日１皿増やすこともおすすめです。

材料（４人分）
きゅうり　　　　　２本
鶏ささみ　　　　　２本
しょうが　　　　１かけ
酒　　　　　　　　少々
塩　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　少々

しょうゆ　　　大さじ１
酢　　　　　　大さじ１
砂糖　　　　　小さじ２
ごま油　　　　小さじ１
塩　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　少々

｛A

｛A ｛B
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